
ファンド活用及び大学巻き込み拠点に関する議論
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今後のセキュリティ分野において取り組むべき研究領域の具体例として
どのようなものが考えられるか？

なお、研究領域の粒度としては、分野・領域に係る検討における「領域」に比し、より具体性があり、
どのような研究をするのか、何を目指すのかなどが表現されるとよいのではないか。

（「領域」の中の、一定の広がりをもった研究テーマ、あるいは「領域」をまたがる融合研究の研究
テーマといったイメージか。）

（例）

今回の検討において、研究領域が持つべき
基本的な特性として留意したい点は何か？

例えば、国際的なカンファレンスで発表する、世界
のトップレベルと交流する、世界と渡り合える研究グ
ループが育つもの

○ 国際通用性

例えば次の世代を担う博士課程取得者が育つもの

○ 人材育成

例えば、産業界や投資家が大きな関心を示し、共
同研究やベンチャー起業を複層的に生み出すもの

例えば、重点的な研究開発プロジェクト（国プロ）に
発展しうるような研究成果を複層的に生み出すもの

○ 次につながる

他にはないか？

研究拠点として推進する場合、研究拠点
はどのような形態・特性が考えられるか？

○ なお、研究領域を推進するタイムスパンは
この分野ではどれぐらいか。

○ デジタル時代の研究拠点として、セキュリ
ティ分野は、フィジカルな集中研方式がよいの
か、ネットワーク型がよいのか、知の結集のあ
るべき姿も検討してみて欲しい。 (専門調査会意見より)

他に何が考えられるか？
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※ 文部科学省 科学技術・学術審議会 部会（２０１９年４月） 資料より。
強調は事務局にて付記。
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（参考１） 「戦略目標等の策定プロセス」より抜粋



3※ 平成30年度世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)公募要領より。
強調は事務局にて付記。

（参考２） 世界トップレベル研究拠点プログラム 公募要領



4※ 平成30年度世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)公募要領より。
強調は事務局にて付記。
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